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一
般
質
問 

豪
雨
災
害
対
策 

出
浦 

こ
の
夏
は
地
震
や
西
日
本

を
中
心
に
し
た
記
録
的
な
豪
雨
に

よ
り
土
砂
災
害
、
河
川
の
氾
濫
や

浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
特
に
被
害
が
大
き
か
っ

た
広
島
県
で
発
生
し
た
積
乱
雲
が

連
な
る
線
状
降
水
帯
が
観
測
さ
れ

た
。
秩
父
市
で
も
線
状
降
水
帯
に

よ
る
雨
量
の
想
定
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
豪
雨
時
の
土
砂
崩
れ
や

床
上
・
床
下
浸
水
等
へ
の
手
立
て

と
、
ま
だ
手
立
て
を
講
じ
て
い
な

い
場
所
の
対
応
を
急
ぐ
よ
う
に
、

さ
ら
に
、
市
の
財
源
で
で
き
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
へ
支

援
を
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。 

 

さ
ら
に
、
河
川
の
水
位
上
昇
時

の
避
難
に
つ
い
て
は
、
至
急
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
民
に

配
布
す
る
よ
う
質
し
ま
し
た
。 

答
弁
で
は
、
平
成1

9

年
の
台
風9

号
で
は
１
日
の
最
大
降
水
量
が
、

浦
山
４
百7

5

ミ
リ
、三
峰
４
百5

6

ミ
リ
、
期
間
総
降
水
量
は
、
浦
山

５
百9

9

ミ
リ
、
三
峰
５
百4

0

ミ

リ
を
記
録
。 

 

９
月
議
会
は
去
る
、
９
月
４
日
か
ら
26
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
29
年
度
秩
父
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
国
保
を
は
じ

め
各
特
別
会
計
の
認
定
に
つ
い
て
。
条
例
の
制

定
や
条
例
の
一
部
改
正
の
他
、
平
成
３０
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
の
補
正

予
算
な
ど
２６
議
案
で
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら

提
出
さ
れ
た
請
願
３
件
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
議

員
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た 

今
年
度
は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
閉

会
中
に
審
査
を
行
い
、
12
月
議
会
で
決
算
認
定

を
行
い
ま
す
。 

 

〇
請
願
「
消
費
税
」
増
税
中
止
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願 

委
員
長
報
告
で
は
不
採
択
で
し
た
。
私
た

ち
は
、
消
費
税
増
税
は
中
止
す
る
よ
う
国
に

意
見
書
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、

委
員
長
報
告
に
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し

た
。 消

費
税
は
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
の
重

い
、
不
公
平
な
税
金
で
す
。
10
％
増
税
で
４

人
家
族
で
は
13
万
円
の
負
担
増
に
な
り
ま

す
。
消
費
税
を
増
税
す
れ
ば
必
ず
増
税
不
況

が
起
き
、
ま
す
ま
す
暮
ら
し
と
経
済
に
重
大

な
打
撃
を
与
え
、
格
差
を
拡
大
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
「
軽
減
税
率
」
は
食
料

品
・
新
聞
を
８
％
に
据
え
置
く
だ
け
で
軽
減

に
な
る
の
か
混
乱
を
招
く
だ
け
と
指
摘
し

ま
し
た
。
法
人
税
も
、
実
質
負
担
率
が
中
小

企
業
は
１９
％
前
後
、
大
企
業
は
１２
％
と
、

い
ち
じ
る
し
い
不
平
等
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
不
公
平
税
制
を
あ
ら
た
め
、

「
能
力
に
応
じ
た
負
担
」
の
原
則
に
立
っ
て

税
制
を
改
革
し
、
大
型
公
共
事
業
や
軍
事
費

な
ど
の
歳
出
を
抑
制
し
浪
費
を
な
く
す
こ

と
。
あ
わ
せ
て
当
面
、

税
金
の
集
め
方
、
使

い
方
を
改
め
れ
ば
、
財
源
を
消
費
税
に
頼
な

く
て
も
消
費
税
に
代
わ
る
財
源
を
確
保
で

き
る
と
示
し
、
消
費
税
増
税
は
き
っ
ぱ
り
と

中
止
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

 

議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て 

 

桜井ひとし議員の 
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〇
請
願
「
東
海
第
二
原
発
の
運
転
を
行

わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
」 

委
員
長
報
告
で
は
不
採
択
で
し
た
。
私
た

ち
は
東
海
第
二
原
発
の
運
転
を
行
わ
な
い
こ

と
を
求
め
る
請
願
の
意
見
書
を
国
に
上
げ
る

よ
う
求
め
、
委
員
長
報
告
に
反
対
の
討
論
を

行
い
ま
し
た
。 

東
海
第
二
原
発
は
運
転
か
ら
40
年
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
非
常
に
多
く
、

地
震
の
発
生
率
も
高
い
地
域
で
特
別
の
危
険

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
は
、
ひ
と
た

び
重
大
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
環
境
に
深
刻
な

被
害
を
与
え
ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

環
境
問
題
を
口
実
に
原
発
を
推
進
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
は
原
発
に
頼
ら
ず
、

２
年
の
原
発
稼
働
ゼ
ロ
を
経
験
し
て
い
る
。 

 

未
だ
に
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
福
島

原
発
事
故
の
被
害
の
甚
大
さ
を
考
え
れ
ば
、

原
発
ほ
ど
高
コ
ス
ト
の
電
源
は
あ
り
ま
せ

ん
。
欧
米
で
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
戸
市
で
開
か
れ
た
東

海
第
二
原
発
の
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
の
市
民
集

会
に
参
加
し
た
福
島
の
女
性
、
元
村
長
、
弁

護
士
な
ど
様
々
な
団
体
は
原
発
事
故
が
も
た

ら
し
た
悲
惨
な
現
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
発
言
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち

の
思
い
を
受
け
止
め
、
東
海
第
二
原
発
の
運

転
は
行
わ
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 
 

※ 議会報告「みんなの秩父」の発行費用の一部に政務活動費を使用しています。 

 

議
員
提
出
議
案
に
よ
る
「
議
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
議
会
改
革
特
別

委
員
会
委
員
長
は
定
数
22
人
を

19
人
に
す
る
と
い
う
条
例
改
正

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

二
元
代
表
制
の
下
、
地
方
議
員

は
、
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
住
民

自
治
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、

議
会
と
行
政
に
住
民
の
声
を
届

け
る
と
と
も
に
、
行
政
・
市
長
の

行
政
運
営
を
住
民
の
立
場
か
ら

監
視
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
重
要
な

役
割
を
負
っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
今
回
の
定
数
削
減
の
発
議
は

議
員
自
ら
が
議
会
制
民
主
主
義

の
後
退
を
引
き
起
こ
す
も
の
で

あ
り
大
変
残
念
で
す
。 

 

私
た
ち
は
現
行
の
22
人
で
、

市
民
の
要
望
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
答
え
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
議
員
定
数
削

減
に
あ
た
り
、
は
た
し
て
秩
父

市
の
議
員
定
数
は
何
人
が
必
要

な
の
か
、
人
口
減
に
よ
る
も
の

な
の
か
、
面
積
に
よ
る
も
の
か
、

若
者
の
定
住
策
や
市
民
の
働
く

場
の
確
保
な
ど
議
会
で
も
議
論

が
し
尽
さ
れ
た
の
か
。
早
急
な

結
論
で
決
め
て
よ
い
も
の
か
、

さ
ら
に
「
市
民
へ
の
責
任
」
を

問
う
に
充
分
な
時
間
を
費
や
し

た
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
議
員
定
数
は
、

市
民
の
多
様
な
意
見
を
求
め
、

議
会
や
市
政
に
正
確
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
が
必

要
で
あ
る
と
主
張
し
、
本
条
例

改
正
に
反
対
し
ま
し
た
。 

ご存知ですか 

秩父市が来年 4月より市出資による電気会社

を設立し運営することが記者発表されていま

す。 

 秩父市を取り巻く水力発電やソーラー発電

を利用し、電気の地産地消で将来、市民の皆さ

んがその電気を利用できるようにするという

ものです。 

 当面は、公共施設の電気を賄うということに

なっています。皆さんのご意見をお寄せくださ

い。 

 

 



                                                  

一
般
質
問 

豪
雨
災
害
対
策 

出
浦 

こ
の
夏
は
地
震
や
西
日
本

を
中
心
に
し
た
記
録
的
な
豪
雨
に

よ
り
土
砂
災
害
、
河
川
の
氾
濫
や

浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
特
に
被
害
が
大
き
か
っ

た
広
島
県
で
発
生
し
た
積
乱
雲
が

連
な
る
線
状
降
水
帯
が
観
測
さ
れ

た
。
秩
父
市
で
も
線
状
降
水
帯
に

よ
る
雨
量
の
想
定
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
豪
雨
時
の
土
砂
崩
れ
や

床
上
・
床
下
浸
水
等
へ
の
手
立
て

と
、
ま
だ
手
立
て
を
講
じ
て
い
な

い
場
所
の
対
応
を
急
ぐ
よ
う
に
、

さ
ら
に
、
市
の
財
源
で
で
き
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
へ
支

援
を
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。 

 

さ
ら
に
、
河
川
の
水
位
上
昇
時

の
避
難
に
つ
い
て
は
、
至
急
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
民
に

配
布
す
る
よ
う
質
し
ま
し
た
。 

答
弁
で
は
、
平
成1

9

年
の
台
風9

号
で
は
１
日
の
最
大
降
水
量
が
、

浦
山
４
百7

5

ミ
リ
、三
峰
４
百5

6

ミ
リ
、
期
間
総
降
水
量
は
、
浦
山

５
百9

9

ミ
リ
、
三
峰
５
百4

0

ミ

リ
を
記
録
。 

 

浦
４
７
５
ミ
リ
、
三
峰
４
５
６
ミ
リ
、

期
間
総
降
水
量
は
、
浦
山
５
９
９
ミ

リ
、
三
峰
５
４
０
ミ
リ
を
記
録
。 

 

平
成
13
年
の
台
風
15
号
で
は
、

浦
山
で
期
間
総
降
水
量
が
７
４
１
ミ

リ
を
記
録
し
て
い
る
。
土
砂
災
害
に

つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は

１
、
１
１
２
カ
所
あ
り
、
職
員
が
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
倒
木
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
河
川
水
位
に
つ
い
て
は
、

荒
川
の
場
合
、
秩
父
橋
、
吉
田
川
下

流
橋
、
特
に
横
瀬
川
の
原
谷
橋
。
山

田
地
内
と
原
谷
地
内
に
は
直
接
職
員

が
見
に
行
き
、
危
な
い
時
に
は
、
と

に
か
く
避
難
し
て
も
ら
う
よ
う
対
策

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
、
国
か
ら
異
常
洪
水
時
、
防

災
操
作
を
実
施
し
た
場
合
の
被
害
想

定
に
つ
い
て
方
針
や
基
準
が
示
さ

れ
、
県
か
ら
秩
父
市
に
情
報
が
来
る

の
で
来
年
度
作
成
す
る
と
い
う
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

危
険
個
所
等
に
つ
い
て
は
、
国
の

責
任
で
早
急
に
手
立
て
を
講
じ
る
よ

う
秩
父
市
か
ら
も
意
見
を
あ
げ
る
べ

き
で
す
。 

 

 

  出浦あきえ議員の 

一般質問 

 
 

幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正 

反
対
討
論 

市
は
、
保
育
料
を
3
年
間
激
変
緩
和

措
置
を
と
っ
て
き
た
と
い
う
が
、
今
回

の
値
上
げ
を
１
５
２
０
０
円
に
す
る

方
針
で
す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
支
援
に

逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
将

来
２
０
２
０
０
円
に
応
能
負
担
で
お

願
い
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
決
算

を
見
て
も
相
当
額
の
繰
越
金
を
残
し

財
政
に
影
響
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
私
立
幼
稚
園
に
も
支
援
し
て
お
り

公
私
間
格
差
が
あ
る
と
は
言
い
切
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
久
那
幼

稚
園
で
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
毎
日

送
り
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。
送
迎
バ
ス

が
あ
れ
ば
公
立
幼
稚
園
に
出
し
た
い

と
い
う
保
護
者
の
声
も
あ
り
ま
す
。
保

育
料
を
値
上
し
さ
ら
に
充
実
し
た
保

育
を
行
う
と
い
う
が
、
今
回
の
条
例
改

正
は
事
実
上
値
上
げ
で
す
。
現
状
の
ま

ま
で
で
き
な
い
の
か
。
久
那
幼
稚
園
の

送
迎
バ
ス
の
設
置
を
望
み
。
反
対
し
ま

す
。 

 

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

反
対
討
論 

 

障
害
基
礎
年
金
は
、
２０
才
前
や
国

民
年
金
加
入
期
間
に
け
が
や
病
気
で

障
害
を
負
っ
た
人
に
支
給
さ
れ
る
年

金
で
す
。
障
が
い
の
区
分
に
よ
り
１

級
、
２
級
と
な
っ
て
お
り
、
厚
労
省

の
４
月
の
実
態
調
査
で
は
二
人
に
一

人
が
経
済
的
に
苦
し
い
と
発
表
さ
れ

て
い
る
。
障
が
い
を
負
っ
て
の
、
原

則
１
割
の
負
担
は
深
刻
で
す
。
加
え

て
、
他
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
が
復
活
さ

れ
る
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
と
懸

念
さ
れ
ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法

施
行
で
利
用
料
の
原
則
１
割
負
担
が

強
い
ら
れ
、
利
用
者
は
回
数
を
減
ら

さ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
や
親
子
無
理

心
中
が
各
地
で
相
次
ぎ
、
こ
の
悲
劇

を
再
び
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

今
回
提
案
さ
れ
て
い
る 

医
療
費
支

給
に
関
す
る
条
例
改
正
は
、
所
得
制

限
に
よ
る
医
療
費
負
担
、
軽
減
措
置

対
象
者
の
範
囲
限
定
、
負
担
額
の
変

更
な
ど
も
含
め
後
退
す
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
こ
れ
を
許
せ
ば
障
害
児

（
者
）
本
人
及
び
家
族
の
経
済
負
担

増
の
懸
念
が
あ
り
反
対
し
ま
し
た
。 

 

桜井ひとし議員の 

一般質問 

 

 

山中すすむ議員の

一般質問 
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豪
雨
災
害
対
策 

 

こ
の
夏
は
地
震
や
西
日
本
を
中
心
に

し
た
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災

害
、
河
川
の
氾
濫
や
浸
水
な
ど
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
被
害
が

大
き
か
っ
た
広
島
県
で
発
生
し
た
積

乱
雲
が
連
な
る
線
状
降
水
帯
が
観
測

さ
れ
た
。 

 
 

秩
父
市
で
も
線
状
降
水
帯
に
よ
る

雨
量
の
想
定
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
豪
雨
時
の
土
砂
崩
れ
や
床

上
・
床
下
浸
水
等
へ
の
手
立
て
と
、
ま

だ
手
立
て
を
講
じ
て
い
な
い
場
所
の

対
応
を
急
ぐ
よ
う
に
、
さ
ら
に
、
市
の

財
源
で
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
へ
支
援
を
働
き
か
け
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
河
川
の
水
位
上
昇
時
の
避

難
に
つ
い
て
は
、
至
急
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
市
民
に
配
布
す
る
よ
う

質
し
ま
し
た
。 

当
局
は
、
平
成
19
年
の
台
風
９

号
で
は
１
日
の
最
大
降
水
量
が
浦 

 

国
保
制
度
に
つ
い
て 

 

国
民
健
康
保
険
税
は
市
町
村

で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
市
町
村
と
都
道
府
県

が
共
同
で
運
営
す
る
制
度
と
な

り
ま
し
た
。
新
制
度
に
変
わ
っ
て

も
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の

額
を
決
め
、
住
民
か
ら
集
め
る
の

は
引
き
続
き
市
町
村
の
仕
事
で

す
。
減
免
制
度
に
つ
い
て
、
乳
幼

児
な
ど
就
学
前
の
生
産
人
口
に

な
ら
な
い
子
ど
も
達
に
対
す
る

均
等
割
り
を
免
除
で
き
な
い
か
。

市
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
当
局

は
、
近
隣
の
自
治
体
の
動
向
を
見

極
め
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
。 

 

大
滝
の
地
域
振
興
に
つ
い
て 

秩
父
市
が
有
す
る
森
林
は
、
市

民
の
共
有
財
産
で
あ
り
、
森
林
を

健
全
な
状
態
で
管
理
し
、
多
様
で

持
続
可
能
な
森
づ
く
り
を
行
い
、

地
域
に
貢
献
す
る
森
林
で
あ
る
こ

と
と
す
る
保
護
価
値
の
高
い
森
林

で
す
。
栃
本
市
有
林
は
古
く
は
明

治
時
代
に
植
栽
が
開
始
さ
れ
た
人

工
林
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
）
で
、 

最

高
林
齢
は
１
０
０
年
生
で
あ
る
。

こ
の
栃
本
市
有
林
は
長
年
に
わ
た

り
地
元
住
民
の
方
々
が
大
切
に
育

て
て
き
た
森
林
で
あ
り
希
少
価
値

の
高
い
森
林
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

面
積
は
全
体
で
約
60
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
り
、
埼
玉
県
内
で
こ
れ
だ
け
ま

と
ま
っ
た
大
径
木
の
林
は
な
い
で

し
ょ
う
。
地
元
の
皆
さ
ん
思
い
を

く
ん
だ
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。
当
局
は
、
基
本
計
画

を
中
心
に
栃
本
な
ど
地
元
住
民

の
皆
さ
ん
に
説
明
会
を
実
施
し

て
い
く
と
答
弁 

 

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
つ
い
て 

今
年
度
も
６
月
に
住
宅
リ
フ 

ォ
ー
ム
制
度
の
申
し
込
み
期
間
が

あ
っ
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
多
額
な

金
額
が
掛
か
り
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
は
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
良

い
制
度
だ
。
し
か
し
、
受
付
期
間
が

短
く
、
市
民
の
方
に
は
年
間
通
し
て

受
け
付
け
て
い
る
と
の
認
識
に
な

っ
て
い
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
、
中
で
も
、
市
報

に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策
工

事
費
の
助
成
の
案
内
が
あ
っ
た
が
、

今
、
市
民
は
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ

い
て
、
関
心
が
あ
り
、
す
で
に
改
修

を
始
め
て
い
る
市
民
が
い
る
。
ブ
ロ

ッ
ク
塀
改
修
に
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

の
利
用
が
で
き
な
い
か
。 

 

  

 

桜井ひとし議員の 

一般質問 

 
当
局
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
利

用
し
た
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
通
学

路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修

に
優
先
的
に
助
成
す
る
方
向
で
い

る
と
答
弁
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
に
つ
い
て 

現
在
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
助

成
を
行
っ
て
い
る
が
、
助
成
対
象
を

接
種
可
能
な
生
後
６
ヶ
月
か
ら
に

引
き
下
げ
、
ま
ん
延
の
予
防
、
ま
た

教
育
（
勉
強
）
へ
の
支
障
を
防
ぐ
た

め
に
も
引
き
下
げ
を
行
っ
た
ら
ど

う
か
と
考
え
ま
す
が
当
市
と
し
て

の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

当
局
は
、
中
学
３
年
生
の
助
成
は

市
独
自
の
制
度
で
あ
り
、
国
か
ら
の

財
政
支
援
の
な
い
状
態
で
の
対
象

年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
現

在
の
と
こ
ろ
難
し
い
状
況
で
あ
る

と
答
弁
。 

他
、
一
般
質
問
で
市
の
災
害
対
応
に
つ

い
て
も
質
問
し
て
お
り
ま
す
。 
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